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支所超駐在員事務所を尋ねて(1)

北海道

支所

北海道支所の生い立怒

地質調査所北海道支所が札幌市紀鯛設されたのは昭和

23年8月けで当時の工業技術庁と発足の貫を嗣じく

してお!)以来合目まで13年余経過している.さらに

札幌出張所として発足した時から数えると16年余を経

過したことになる.

荒廃した戦後においては鉄･石炭等の一次産業の振

興のため北海道はホｰプとして大きくクロｰズアップさ

れこの情勢に即応して北海道の地質調査を積極化する

ため既存の北海道立工業試験場の地質調査部門を当時

の商工省に移管し当支所の前身である地質調査跡L幌

出張所'と併合し北海道支所として開設されるに至った

機構と庁舎施設

発足した当時は4課1室2係が設置され人貴

22名であったがその後何度も課1係の新設醸止

名称変更が行抵われた.そして現在では下図ぽ示す

とおりの機構となり人員も1962年4月1日現在磁名

と放った.

庁舎は最初道立工業試験揚の一部を借用しその後

昭和26年に札幌通産周の錦3庁舎へ移った.しかしそ

の庁舎はすでに老朽化している上に非常にせまいため

必要な研究施設を整えるには不十分でありた.さいわ

い札幌通産局が禽同庁禽へ移転した後その第王庁舎

洲川ま一るや幻

を蜜支酬予告として引き継ぐことにな1)昭和搬年度か

ξ順序禽の改修および付属建物の新宮籍の工事を起こし

昭和36牢互五月にここへ移った.この庁禽を研究の場所

として使用するに必要校改修工事は略榔確度もな抽

引き続き行ない今年の末に一応完了する予窟である昔

この工事の完了後は研究室(実験室)として下記機構関の

右側のらんに記入のものが設置される.

かくして庁舎の繭積も支所発足当時146坪から現在

の368坪となり昭和37年度中に新設予定の付属建物を

加えて約400坪と汰る予定である.

庁舎の拡充1ζ伴い内部の研究設備の充実も昭和36年

度から始め同年陵にガイガｰフレックス水晶分光写

真籍鉱物分離装鴛などが設置され婿和3?年度には空

中写真図化機がイガｰフレックス試料加熱装置その他

の新設だと着考と実施にうつされ当支所に課せられ

た業務を完全に行な克るよう態勢が整えられつつある

繁務

北海道内の地質問幅調査研究金属非金属および燃

料鉱床水温泉等の調査研究を担当し道内の地質な

らびに地下資源の実態を明らかにしその開発利用の基

礎資料を提供することを使命としている山さら1こ婿和

37年度からは工業立地に必要沃地質調査1研究をも実

施するようにな篶たがコ)ような応用地質方踊の業務

は今後一層増加するであるう缶
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昭和26年北海道開発庁が設置され北海遡也下資源

開発計画費が計上されるようになってからはこの予算

による地質図幅調査および鉱床調査を分担し北海道総

合開発の一翼をにたうようになりこの仕事が支所業務

の重要な部分を占めるようになった.しかしながら

近年の高度に進歩し分化した地質学の現状において現

在の支所の人員構成設備をもってしては道内で必要

とする仕事に対して十分でたく手不足な部門や欠けて

いる部門(たとえば物理探査試錐など)に/)いては地

質調査所本所の協力にまつことはいうまでもない.

予算

北海道支所の予算は支所開設当初は437万円程度で

あったが年々増加の優向をたどり昭和26年度には

｢北海道開発計画費｣からの配分(約300万円)が増加

し昭和29年度からはド特別研究費｣(約43万円)がさ

らに昭和31年度からはI国立機関原子力試験研究費｣

(約55万円)がつくようになった.かくして昭和36年

度においては設備近代化予算柾とを含めて総額1,846

万円あまり(人件磯を除く)にたっした誼

蝸和37年度はおける壌業設備および営繕関係の予算

は次のとおりである由

地質調査漱経常費

翁広ユニ薬技術欝姦職織(特別1王1芋究)

原子力試験鰍究徴

設備遼代化

北海道闘鶏計1簑養徴

地殻整備徴

支所の業務豪)内容その特色とする点など

に紹介しよう血
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←利1j{大111鷲汕港外からlllr舳望

む油蝋{1')崖は主として漸猟三紀の{沙

ヨ1沙料才三苗;10:'.大111円礫姶からな

るその｣二のユP坦舳ユ段斤而である

なお勾47m(り擦商をもつ駕泊ポン山

も獅狐三紀砂質泥糾からなる

質課

地質課では道内の5万分の1地質図1幅の作成とそれに

関連した研究とを行ないさらに本所編図課の50万分の

120万分θ)王地質図編集作業の一部を分担している.

北海道での地質図幅調査は初め北海道大学の職員に

よリついで北海道工業試験場により10万分の1地質図

幅として行なわれたが(第1圏釧絹)昭和23年に当支所

が設立されてから5万分¢)王地質図幅調査が行なわれ

るようになった.さらに北海道開発促進法が成立し地

質図幅も基礎資料としていっそう重視されるように枚っ

て北海道開発予算による調査業務が当所と道立地下資

源調査所とに委託されるようにたった.また北海道庁

も道費による調査を行なうようになり事業は著しく促

進された.その結果合目では第1図に示したように

すでに過半数の図幅の野外調査を終わリ北海道開発第

2期(8カ年)計画期間中には5万分σ)1地質図幅は一と

おり終了する見込みと放った.

地質図幅は要するに一定の縮尺で日本全域の地質状

況を逐次解閉してゆくという作業であって現在ではた

んに地未にど夢)ような岩石がどんな風に分布している¢)

かなどということだけでなくさ1王;に高度グ)成果すな

地表にみられる気イ簾から過去の海陸の状況火j戒

淡たそれらク)変化ダ)あとをたど!)さ

1らに地殻が今1三はでにど夢)ような変動をうけたかという

廠東漢で探求してよ!)閉確によ!)深所までの地質状

況を推淀しようと努力している咄�
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三紀末までの一連の運動によって目高山脈をその典型と

する摺曲山脈が生成しこれが北海道の地質の基本的要

素となっているためと解される.

しかし北海道には広大な低開発地域が多く過去に

蓄積された地質学的資料も本州方面に比べてはるかに

手薄であり地質図幅調査に際して当繭する問題は書わ

めて多い.したがって調査上の手段として興などの

大型化石や有孔虫珪藻などの微化石を十分に活用す

ることはもとより堆積岩の岩石学的研究とくにその
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申の重鉱物組成の研究微量化学成分の研究古磁気学

的研究など近年発展してきた種々の方法も逐次地質

図幅調査に活用されつつある.当支所も庁舎の移転に

より研究室も岩崎と整備されているので将来の成果が

期待されている曲匁お現在畿での地質資料によって

編壌する簑｡万分の至地質図幅は現在封垂旭川茗事を作業

申であ1)ついで垂珪釧路主H{札ヰ幌冒孟お携められる予定

である咀窯た驚｡万分の互地質図幅は瑚在畠{羽慨"

と珪岩内官茗とを編壌中である｡
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北海道は道路事情が､悪.いため河川をわたり

めて調査をする

露岩を求
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北海道には海成白亜紀層が広く分布しそのなかには多くの

アンモナイトイノセラムスの比肩を産し有名である
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の地層に含まれている�
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鉱床課

北海道の金属1非金属鉱床はそダ)種類にとみ

的にみて特産鉱物も多い苗すなわち=石綿1魔繊符1

水銀1タ漬ム1砂白金は日本全体の夏◎c劣ないしそれに

近い産出をみせ㌢ンガン1砂鍬1金1繊1鉄1硫蔑1

硫化鉄も重婁な位蟹を占めて∵る由しかも銅1鉛1

亜鉛漬)ように最近の精度を加えた鉱床調査によって休

山ないしは放棄凄れていた鉱床が若がえつた例が多く

また新鉱床の発兇された例迂､あ1)未開発資源への期待

は大きい.

鉱床課は支所発足当時は探鉱課と称し北海道の金

属｡非金属鉱床を対象に調査研究を始めた珀その後昭

和26年からは北海道開発序の委託による調査をあわせ

実施しさらに昭和29年からは宋利用鍬資源開発調査を

昭和31年からはウラン調査をそわ,それ特別研究衡と原

子力平和利用研究費とによって行ポ=｡ている昔これら

については技術課(測鐙1分紡1薄片概磨)の協力を得

ている.これ妻でに調査した鉱床は砂鉄1鉄1ダコ

ム･銅･亜鉛･金･銀･硫黄･マンガン･水銀を主とし

て多くの鉱種紀およびその調査鉱床の数は500を越え

ている｡これらの調査併発と並行して道内中小鉱山

の技術指導と相談業務とを行なっている吉相談業務は

年歳増加して王年閥に婁⑪⑪件を越えとくに銅｡鉛｡

亜鉛1マンガン1鍬関係が多いがウランに関する相談

もノ少なくな帖㌔珪

次にぞ淳)業務をあげてみると

2･長期計画による調査研究

北海道でもっとも主要な鉱床区である北見鉱床区と西

南北海道鉱床区との地質構造を重視した1凋査で鉱床学

の根本間題に対し長期にわたって究明する現在6

年目であるがあと4～5年を要する兇込みである

5.特殊な研究予一マの滋行

日本のクロム鉱床の生成に関する地獄化学的な燃究北

海道の合銅硫化鉄鉱鉱床および禽㍍けル磁硫鉄鉱鉱床

の鉱床学的研究道内鉄鉱床珪薦晶石の総描飾な究朗と

くに磁鉄鉱鉱床と菱鉄鉱鉱床の成鰯的な解釈など

{ヨ串小鉱出⑳調査指導

中小企業関係の鉱山を対象に毎年10件程度の調査指導

を行なっているがこれは資料の収集も兼ねておりま

たクロム調査重品右調査などの特殊研究にも利用され

ている

5.北海道開発庁の嚢託による調査

昭和36年は北海道総合開発第2次5カ年計画の5年目

にあたり一応37年度で北海道の金属･非金属鉱康につ

いての地域調査が終るう&レζいるこの申には地質

繍葡三書沐来の調査五関係をもたせて両者の賊巣として

発表答叙たものも含蜜れる環に調査砥究吻の長万部

天塩国間寒別二一1･線付近この段丘に砂クロムが賦存

している

熱

熟

ネコ流し午よる砂白金の採取天塩国間寒湖川最上流

で砂クロム1'トン中から1g'の白金がとれる�
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地区もこの例であるまた重要地域に対しては長期

計画を行なっているすなわち揃目地区の合マンガ

ン赤鉄鉱鉱床亀岡半島一部の銅･鉛･亜鉛鉱床および

北海適中央･北部地区の砂クロム鉱床調査などがそれで

あ乙

6､北海道開発局で企画している調査

北海道でもっとも未開発な地域として目高･積丹および

知床の3地区が選ばれこれを特殊地帯とよん㌢いる

この3地区のうち構丹=1鳩の鋼1鉛1糠鉛と綱床半島

の褐鉄鉱の調査は鉱床繰が分顯しており1ヨ締鮒牢茨

で続く予定である

7.低品位鉄鉱鰯費

これは昭和29年から輪ポλ来幕胴鍬機源開発調査夢班

長で砂鉄磁硫鉄鉱の似二磁鉄鉱1称鉄鉱1葵鉄鉱･

褐鉄鉱が対象となべζいる曜綱昨に!ま縫嗣夢)磁

鉄鉱層狩沼田の菱鍬紙潟撮繍繍ゆ赤繊鉱常緑地区

の合マンガン赤鉄鉱字登属1欝寒洲･聯阿遼援策黄iゆ

褐鉄鉱の調査がとりあげられたまた36年度には知

床半島繊砂褐餓級沙樽蝉湖燭迎の禽叩ンガン称餓鉱

湯の術の事撃鉄鉱釧路蜘荻)秒鍬曲幾鉄鉱など的調煮が

行籔われた《の調働;支1蹄蝸卒燈で一応終了し

3咋度か甘支鰯内鉄鉱瞭料として榊峨す葛｡ことと扱

った

雀)が翌35年には同じく本所物理探査部によるカｰ

ボｰン(自動車による広域調査)が行なわれた現在

では花筒岩質岩を基盤とする地域の堆積岩層に調査の

重点をおいて地表調査を継続実施中である

燃料課

:石炭･石油および天然ガスの調査研究資料の収集と

中小鉱山の技術指導に関する業務を行枚ってきたほか

昭和37年度から工業地帯の水資源の把握第四紀の地質

等の調査を担当する岳

石巌

北海道におけるエネルギｰ資源の大宗としての役割に

かんがみ地質未詳炭沃ゆ調査石炭地質の基礎的な研

究のほか通産局¢峨頼に燕づく調査や中小企業に対

する地質関係グ)技術指縛を行なっている.

{昔飽欝衆諜巌獺の調査

1蹄鰯年以隣禄期計鰯として天北炭田の調査に従事し

1蹄嚇1跳年にはポ〕とも踏査の困難な猿払川流域の調

査を行なったカリベツ川中流にかけて爽炭層は従

来知られているよりも広くひろがっている模様である

カリベツ川中流付近では調査の結果10層近くの炭層

が激しく蒲見されます宗谷炭鉱が昭和37年度から開発

券れよ弓をしている

婁｡基礎的研究

ガ泌淡閑で地層あるいは炭層の堆積の中心がどこに

あっでどちらの方向に薄くなってゆくかというような

堆積環洲これと炭質との関係も加味した研究重鉱物

織成か“)炭層堆積時の後背地の研究などを行次ってい

;,通藤局の依頼に基づく調査

鵬利33年以降炭顕総合闘携調査をして釧脇滋拙1石狩

石油お次び天然斑涙

昭和30年末に石油資源開発株式会杜が献立されてから

X線畢X線を応胴して繍品の欄造解析および微掃

成分の検11い一部む)定景を行.なう�
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当課では石油に関して組織的な調査は行なっていない.

っておりその結果は近く公表される.

構･造性ガス炭田ガスについてもこれらに注目して資料

を蓄積している､当課が当初から指導して昭和30年

に成功をみた長万部天然ガス井については昭和32年4

月以降3ヵ月ごとにガス量･水量(温泉量)および水

質などについて長期観測を行なって坑井の挙動を見守

工業用水調査

昭和37年には苫小牧地域の帯水層の連続性等をとり

あげて調査する.今後引き続き道内の他の地域につい

ての調査が実施されることなろう.
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←

爽化炭日ヨ中央

部属瀞炭鉱付

遼4番鰯の露

顕約7mの厚

さがある

←

天北族囲

調癒区画図

屈狩炭田赤平市明豊炭鉱における水力採炭モニタｰから高圧

で噴射する水力で採炭する(毎目新聞社提f共)

佳災弁別の立坑

⑥立坑ヤグラ②スキ型ゾ捲上機上屋③ケｰ

び捲上機上屋④立坑事務所⑤原炭ベルトコ

ンベア⑥原炭ボケ型ト⑦選炭機および積込

ポケソト⑧ボク1⊥1

(住友石炭鉱業KK提供)

撤

集

魚

遜炭層工1ぺ一夕一

1ヨ月豊炭鉱水力梯渋･輸送図

沖ヨボ

〃北巌

左写真の概要図�
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技術課

支所開設以来測図係分析標本係としてそれぞれ独

立して業務をとっていたが昭和27年8月新たに技術課

が設置されその中に属することと放り地質調査研究

ソ)サｰビス部門として測量製図化学分析帯石の薄片

･研磨片の竹1製の業務を担!/している.

測図係

地質調査を行な引時にぞヴ)地形測図および坑内測量

を実施して地質の解釈や鉱量算定在との基礎的資料を

提供する.測捷の方法は建設省国土地理院の国家三角

点水準点などを基準として三角測量多二角測量水

準測量により骨組を作り平板法による地形測図を実施

している.さらに測量の能率化と精度保持のため空中

写真の図化を行ない写真による地質判読に必要な各種

σ)測定について研究を進めている.この係で行た､､た

業務の顕著なものとして昭和新山隆起直後の地形測図

雌阿寒火口底の測図等をあげることができる.これら

の学問的に貴重な資料を残すと同時に石炭調査に伴う

地形測量各種鉱山の開発の緊急の測量や地域的地形

の特性を把握する上にきわめて役立っている.

化学係

この係は地質鉱床調査に伴う=岩石金属･非金属鉱

物石炭石油天然ガスなどの採取試料を対象に化

学分析と試験研究とを行なっている.取り扱う鉱物の

種類はいろいろであるが北海道の特産鉱物ともいえる

水銀やクロムの分析試験については数多く手がけておリ

貴重た資料を残している.また含鉄鉱泉沢水の分析

試験を行ない含有成分の変化から沈殿褐鉄鉱鉱床の探

沓に有力な手がかりを提供している.最近の業績とし

ては道南幸内鉱1｣1知床半島イワオベツ川上流の鉱床

の研究などがあげられる.そのほか長万部地区の天然

ガス既成坑井の長期にわたる種々の化学的変化を観1測し

ガス鉱床賦存状態の研究資料を提供している.

薄片係

この係は調査研究員から提出される岩石鉱物または

古生物等の試料を透過(偏光)顕微鏡によ･,て観察･研

究するための薄片の製作を担当している.

近年薄片研磨片の製作作業が手動式から機戯作業

へと転換しまた作業内容も高度な技術を用いるように

なった.試料の性質(組織硬度もろさ加熱による影

響等)を考慮してその試料に適応した独自の製作方法

を研究し実施している.砂鉄粘土火山灰等の薄片

または研磨片の製作にあたっては合成樹脂等の固結剤

を使用して好い結果を得ている.

←西の河原鉱山付近の

地形測量(後志国古宇郡抑

恵内村)積丹半島の最西端

で陵の孤島といわれている

聖中写真の標定今

轡眼点の配点や測最経路の

予察を行ない地質判読の

到輪約観察養灼稼う

沢;水三の=分析知床半島イワウベツ川上流で禍鉄

鉱床の調脊

メノウ盤で滞片のf11上げ研磨をする�




